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　小学生の頃から算数が好きで、教師になっても算数が好きで、退職しても
算数が好きで、未だに算数教育に関わり続けていて、しまいにはアフリカの
算数教育にまで首を突っ込むという変わった道を歩んでいます。そんな算数
好きの元小学校教師が、昨年、手づくり教材の本を出したところ、これが先
生方に喜ばれ、ありがたいことに好評を博しました。
　そこで、前作に続き、本作でも算数を教材という視点から捉えた内容にし
ていこうと、私なりに意欲的なことを考え、本づくりを進めました。私にとっ
ての教材は、教えるべき内容を子どもたちにできるだけわかりやすく、それ
でいて少々面白く……というものです。
　私の意図することが、本を手にしてくださった先生方にできるだけ簡単に、
すんなり伝えられたら、これはモアベターだろうとなりました。
　そのため、本書では、どのクラスにもいそうな子どもたちを登場させ、そ
の子たちに向けて教材を使って授業する場面を漫画風に表現しました。本来
なら文章を中心に書くところなのだろうとも思いますが、文章だけでは教材
を出した時の驚きや、納得した時の喜びなどの様子をうまく伝えることがで
きません。そこを端的に伝えるために、教材を使った授業風景を簡単なドラ
マ仕立てにしてみました。
　かけ算にヘビが出てきたり、昔ながらの「くるくる」や「画板劇場」も出
てきたり、子どもたちが楽しくなる教材が満載です。グッと来る教材があり
ましたら、ぜひ、子どもたちと元気に楽しんでください。算数の教材のよさ
や面白さが少しでもみなさまに伝わればと願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著者　横山験也
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※ QR コードのついた項目では、教材の型紙を PDF にしてご用意しました。
　ダウンロードして厚紙などに印刷し、ご活用ください。
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1
10 の合成分解がいつでもできる !

指 10（ゆびじゅう）
1年

いくつといくつ

「8 と 2 で 10！」「10 は 9 と 1！」といった 10 の合成分解は、 その先に
学習する 8+4 や、12-7 など、10 を超えるたし算ひき算の学習を支え
る重要な学習です。それを、いつでも気軽に何度でもできるのが、「指
10！」です

やり方

何回かやると !

腕をビュンと伸ばして、元気な声で、 
明るく朗らかに行いま～す !!

補数が見えていることに気がつく子が出てき
たら、 「どこに見えているのかなぁ」とちょっ
とおとぼけすると、気づく子がどんどん増え
ていきます。そうなったら、「高速でやりま
す !」とか、「後を向いてやります !」と楽し
むのもよいですよ。
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１
年

◉  黒板用カード
手で持って使う 10 の合成分解カードを用意しておくのもよいです。

数を横並びにした掲示物です。数の列を見る力もついてきます。
ワン
ポイント

お経学習
                                      大きな声で、「1 と 9 で 10 !」「2 と 8 で 10 !」……と
毎日繰り返して唱える学習は、戦前 から行われていて、「お経」と呼ば
れるほど熱心に取り組まれてきました。意味はわからなくても尊い役立
つ内容なのでしっかり覚えましょうということです。そのお経を唱える
時に、意味が示されているものを示すと、お経の効能が高まります。
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2
何番目の勉強がグッと楽しくなる !

アタリはずれゲーム
1年

なんばんめ

前から何番目、上から何番目、左から何番目の学習をする時の必須ア
イテムは黒板に貼り付けるカードです。何も書いてない紙を貼るだけ
で十分によい授業ができますが、これをグイッと盛り上げたいなと思っ
たときに役に立つのが「アタリはずれゲーム」です。

［ 巨大指示棒 ］
朝顔の支柱のあまりなど、長い棒の先に、 
工作用紙で作った矢印に目立つ色を付け 
て作ります。指で指せるところもわざわ
ざちょっと離れて巨大指示棒で指すのも
楽しい一コマになります。

カードに先生がかぶると、カードが見え
ない子が出てきます。それを防ぐ意味で
も、 巨大指示棒は役立ちます。私は、新聞
紙を丸めてつなげて、2m ぐらいのを作っ
ていました。しばらく使うと折れるので
すが、 その瞬間がまた楽しいひと時になり
ます。

大きめの付箋紙に「あた
り」 と書く。これを何枚
かのカー ドの裏に貼る。

◎あたりカードを作る
巨 大 指 示 棒 も 
あると便利 !

裏が透けない紙

磁石をつける

ウラ

裏が透けない紙

ウラ

巨 大 指 示 棒 も 
あると便利 !

準備する物▶ 10 枚の紙、あたりの紙
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１
年

◉  授業での使い方
黒板に何枚かのカードを貼り、アタリのカードとハズレのカードがあること
を話します。それから、アタリは左から何番にあるのか予想させて楽しみま
す。その後、そのまま右から何番目にあるのか予想させると、みんな大当た
りとなり、楽しくなります。

この中に、アタリのカードがあります ! 
それは、どれでしょう ??

「あれ」や「それ」じゃわかりにく
いね。 どう言ったらいいかな ?

よい言い方ですね。では、アタリは
左から何番目 にありますか ?

改めて、もう一回やる時には、カードをシャッフルして貼り直すと、すぐにできます。

裏返す
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3
 10 を超えるたし算がよくわかる

オープン・ザ・ドア
1年

たし算 (2)

9+4、8+3 のような答えが 10 を超えるたし算を学習すると、急に戸惑
う子が出てきます。そこが気になったら、物は試し、「オープン・ ザ・ドア」
を作って、子どもたちと楽しく取り組んでみてはいかがでしょう。

準備する物▶たし算 3 回分か 4 回分のカード

〈たされる数のカード〉

両サイドを折りたたむ

◎ 9 のカードとつなげると…

ここに 10 ができる！

後から、9 の右下に「と」と書き加
えるといっそういい学習になる

だらんと開かないように、
爪などで押し付けるように 
折り目を入れる

開いた内側に、「1」「3」などを書き込む

こんな風に黒板に貼って、 
4 の左側を開く時、 「オー
プン・ザ・ドア」などと言っ
て、 楽しく開きます。

〈たす数のカード〉
折りたたんだところに 

「4」と書く

＝
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１
年

◉  授業での使い方
9+4 の学習場面で、この「オープン・ザ・ドア」を使います。 先ずはカード
を黒板に貼り、答えがどうなるか考えてもらい、それからカードを開きます。

1 回目はビックリして見ていますが、2 回
目になると、ドアになっていることがわ
かっているので、開くと何と何になるのか
と頭が働き始めます。3 回目、 4 回目には
すぐにわかる子も出てきます。 数の分解
をオープンという形にして見せていくの
で、 プリントをしながら、「オープン」と
小さい声で言う子も出てきます。もっと楽
しいまじない言葉を使ってカードを開くの
も、よい印象付けになりますね。

どうして 13 と 
わかったの ?

答えはいくつでしょう ?

4 の中を見たいですか ! 
半分だけ、見せてあげ
ます !

今度は８+３ですよ。 
オープンすると、 
どうなるかな ?

「8 はこうだね」と指で見せ、「指
10」を思い出して、「2 と 1 だ」と
気づかせるのもよいですね。

＝


